
●
義
務
・
高
校
標
準
法

を
改
正
し
、
抜
本
的
な
教

職
員
定
数
増
を
求
め
る

意
見
書

　

提
出
議
員　

小
松 

孝
年

　

賛
成
議
員　

森 　

治
史

　
　
　
　
　
　

浅
野 

修
一

趣
旨　

教
職
員
の
長
時
間
過

密
労
働
や
過
度
な
全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査
等
を
中
心

に
し
た
過
度
な
競
争
主
義
な

ど
を
受
け
、
２
０
１
７
年
に

義
務
標
準
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
通
級
指
導
な
ど
の
基
礎

定
数
化
が
始
ま
っ
た
。

　

　

こ
の
動
き
を
機
に
、
教
職

員
定
数
の
抜
本
的
な
改
正
が

必
要
だ
。

　

よ
っ
て
、
黒
潮
町
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
次

の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。

１
．
国
の
責
任
で
教
職
員
定

数
増
を
進
め
る
こ
と
。

２
．
義
務
お
よ
び
高
校
標
準

法
を
改
正
し
、
教
職
員
定
数

改
善
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

　

提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大

臣
、
関
係
各
大
臣
、
衆
参
各
議

長
。　
　
　
　

  

可
決
（
全
員
）

●
待
機
児
童
解
消
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
、
保
育
の

無
償
化
の
た
め
の
必
要

な
措
置
を
求
め
る
意
見

書
　

提
出
議
員　

浅
野 

修
一

　

賛
成
議
員　

森　

 

治
史

趣
旨　

平
成
27
年
に
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
実

施
さ
れ
た
が
、
現
在
も
待
機

児
童
の
増
加
、
保
育
士
不
足

な
ど
、
保
育
問
題
は
深
刻
化

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題

の
解
決
に
は
、
安
定
的
な
財

源
確
保
を
始
め
、
保
育
の
質

の
確
保
、
保
育
の
無
償
化
を

含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
、

国
の
責
任
で
行
う
こ
と
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
黒
潮
町
議
会
と

し
て
、
国
に
お
い
て
は
予
算

を
大
幅
に
増
額
し
、
安
心
で

き
る
保
育
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
以
下
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
。

１
．
待
機
児
童
を
解
消
し
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
拡
充
す
る
た
め
に
、
国
と

　
し
て
認
可
保
育
所
の
整
備
計

画
を
立
て
、
保
育
所
等
整
備

交
付
金
の
増
額
な
ど
、
支
援

の
拡
充
、
必
要
な
財
源
措
置

を
行
う
こ
と
。

２
．
保
育
士
等
職
員
の
配
置

基
準
の
改
善
、
賃
金
の
引
き

上
げ
な
ど
、
処
遇
改
善
の
た

め
に
公
的
価
格
の
改
善
な
ど
、

必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
。

３
．
保
育
の
無
償
化
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
地
方
自
治

体
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
、
国
と
し
て
必
要
な
財
源

措
置
を
行
う
こ
と
。

　

提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大

臣
、
関
係
各
大
臣
、
衆
参
各
議

長
。　
　
　
　

  

可
決
（
全
員
）

●
公
共
事
業
に
お
け
る

国
産
材
（
地
域
材
）
の
利

用
促
進
を
求
め
る
意
見

書
　

提
出
議
員　

森　

 

治
史

　

賛
成
議
員　

藤
本 

岩
義

　
　
　
　
　
　

中
島 

一
郎

　
　
　
　
　
　

浅
野 

修
一

趣
旨　

平
成
22
年
に
、
木
材

利
用
拡
大
の
た
め
、
共
建
築

物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
た
。

　

現
在
、
直
交
集
成

材
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
な
ど
、

新
た
な
技
術
に
よ
り

木
造
建
築
の
可
能
性

は
高
ま
っ
て
お
り
、

森
林
資
源
の
持
続
可

能
な
利
用
の
た
め
の

木
材
需
要
の
拡
大
を

一
層
加
速
さ
せ
る
た

め
に
は
、
公
共
事
業

等
で
の
木
材
活
用
、

さ
ら
に
推
進
、
先
導

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、

国
産
材
、
特
に
地
域

　
材
の
需
要
拡
大
、
公
共
建
築

物
等
の
木
造
化
推
進
の
た
め

の
支
援
の
継
続
、
拡
充
お
よ

び
予
算
の
確
保
な
ど
、
木
材

利
用
の
た
め
の
施
策
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大

臣
、
関
係
各
大
臣
、
衆
参
各
議

長
、
林
野
庁
長
官
。　可

決
（
全
員
） 

抜
本
的
な
教
職
員
の
定
数
改
善
を

保
育
問
題
に
総
合
的
な
対
策
を

国
産
材
（
地
域
材
）
の
利
用
促
進
を

議
員
提
出
議
案 
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